
湖
南
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

本
条
例
は
、
県
条
例
に

よ
る
景
観
行
政
団
体
と

な
っ
て
い
る
本
市
が
、
屋

外
広
告
物
の
表
示
な
ど
の

事
務
処
理
を
行
う
た
め
、

一
部
地
域
に
お
い
て
景
観

を
重
視
し
色
の
ト
ー
ン
な

ど
の
基
準
を
設
け
た
、
県

条
例
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
条
例
で
す
。
県
条
例

よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
内
容

だ
が
、
整
合
性
を
持
た
せ

た
条
文
も
あ
り
景
観
保
護

を
考
慮
し
た
も
の
で
し

た
。
す
で
に
設
置
さ
れ
て

い
る
違
反
広
告
物
に
は
是

正
指
導
を
行
う
と
の
こ
と

で
、
問
題
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
農
業
委
員
会
の
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

法
律
改
正
に
伴
い
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
を
公

選
制
か
ら
任
命
制
に
変

更
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
な
ど
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

新
設
に
よ
り
、
農
業
委
員

14
人
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
8
人
の
定
数

を
条
例
で
定
め
る
も
の
で

す
。農

業
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
女
性
や
青
年
の
登
用

に
向
け
、
農
業
関
係
団
体

な
ど
に
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
平
成
29
年
2
月
上

旬
に
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
募
集
を
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
担
い
手
の
人
数

や
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況

と
面
積
、
ま
た
、
委
員
の

活
動
範
囲
を
加
味
し
て
の

委
員
数
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。

態
度
表
明
で
は
、
委
員

か
ら
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
新
設
に
よ
り

農
業
委
員
の
役
割
が
形
骸

化
さ
れ
、
農
業
振
興
上
、

懸
念
さ
れ
る
の
で
、
否
と

す
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
新
規
認
定
2
路
線
の
現

地
調
査
を
行
な
い
ま
し

た
。東

西
1
号
線
（
三
雲
荒

子
）
は
、
開
発
行
為
後
に

市
に
帰
属
さ
れ
た
道
路
で

し
た
。
袋
小
路
で
す
が
、

今
後
の
開
発
で
通
り
抜
け

ら
れ
る
よ
う
依
頼
済
み
と

の
こ
と
で
し
た
。
大
池
町

線
（
柑
子
袋
前
田
）
は
寄

付
行
為
に
よ
る
、
認
定
基

準
に
基
づ
い
た
道
路
で
し

た
。討

論
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

分
権
型
時
代
に
お
け
る
自

治
体
経
営

問
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
は

深
刻
化
し
、「
富
裕
層
へ
の

富
の
集
中
」「
中
間
層
の
疲

弊
」「
貧
困
層
の
拡
大
」
で

国
の
経
済
政
策
の
転
換
は

必
要
で
す
が
、当
市
の
貧
困

層
対
策
の
方
向
性
は
。

答　

住
民
生
活
相
談
室

で
、
自
立
相
談
支
援
を
中

心
に
住
居
確
保
給
付
金
の

支
給
、
任
意
の
家
計
相
談

支
援
や
学
習
支
援
に
取
り

組
み
、
債
権
管
理
担
当
課

な
ど
と
の
連
携
や「
チ
ャ
ン
ス

ワ
ー
ク
こ
な
ん
」の
活
用
で

就
労
支
援
に
努
め
て
い
ま

す
。
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
生
活
困
窮
者
を
支
援

す
る
た
め
包
括
的
・
分
野

横
断
的
な
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
、
関
係
各
課
連
携

を
深
め
、
総
合
的
な
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
施
策
に
つ
い
て

問
　
社
会
と
な
か
な
か
繋

が
る
こ
と
が
難
し
い
方
や
、

ひ
き
こ
も
り
、障
が
い
者
の

方
た
ち
が
農
業
に
携
わ
る

農
業
福
祉
の
考
え
は
。

答　

施
策
の
構
築
に
向
け

て
農
業
担
当
と
福
祉
担
当

部
局
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

予
防
・
健
康
づ
く
り
施
策

問
　
若
年
層
健
診
率
が
低

い
問
題
や
予
防
、高
齢
者
の

交
通
手
段
や
介
護
予
防
、健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答　

市
の
独
自
事
業
の
成

人
健
診
（
19
歳
〜
39
歳
）

で
、
来
年
度
は
託
児
や
健

康
機
器
の
体
験
、
日
曜
の

健
診
を
増
や
し
、
若
年
層

が
集
ま
り
や
す
い
会
場
を

設
定
し
ま
す
。
高
齢
者
が

気
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
の
課
題
共
有
、

近
畿
運
輸
局
と
の
調
整
を

し
ま
す
。
新
た
な
介
護
予

防
事
業
に
取
り
組
み
、
百

歳
大
学
で
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
的
な
高
齢
者
を
養
成

し
、
農
業
を
媒
介
と
し
て

の
予
防
・
健
康
づ
く
り
事

業
も
検
討
し
ま
す
。

代表質問

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
会
派
の
協
議
結

果
を
踏
ま
え
て
、
12
月
７
日
に

議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
協

議
し
た
結
果
、
「
地
方
議
会
の
役

割
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
同
時
に
、
議
員
の
専
業
化
も

進
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
、
地

方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
国
民
の
幅
広
い
層
か
ら
の

政
治
参
加
や
地
方
議
会
に
お
け

る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入

の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実

現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」

と
の
意
見
書
の
趣
旨
に
、
全
会

派
を
含
む
全
委
員
が
賛
成
し
、

提
出
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

誰もが、住み続けたい
             湖南市にするために
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